	



A.デーケン氏講演会を、みんなの力で成功させよう

２年に１度のビッグ・イベントです。「よく生き　よき死と出会う」ことを、みんなが考える機会を提供し、あわせて「吹田ホスピス市民塾」の活動をPRして、活動の仲間を増やす一助にしたいと思います。

チラシ（B５、同封）とポスター（A3、チラシの同デザイン）の印刷ができました。２年前の鎌田實先生ほどの知名度が高くないので、メイシアター大ホール（定員１，４００名）を埋めるには、相当の工夫と努力が必要です。１，０００人以上を目標にしていますので、会員お一人お一人のご協力をお願い致します。

お願い：

1． チラシ：①知人などへの手配り（最も効果的）　②各種会合（大小を問わず）での配布・・必要

なら、説明に伺います　③公民館など、市民が集まる所のチラシ置き場に

２．ポスター：の掲示

３．チケットの販売

などですが、その他、お気づきのことがあれば教えて下さい。

　７月１４日（土）の例会（１３：３０～１６：３０、デュオ）で、当日の準備打ち合わせを致しますので、万障繰り合わせてご出席下さるようお願いします。当日、やむなくご欠席の方で、ポスター・チラシ・チケット（開催日精算）の必要な時は、それぞれの枚数をお知らせください。

　また、開催日の準備要員に、２０～３０名が必要です。お手伝いいただける方は、ご連絡をお願いします。

	開催：１０月１８日（木）１４～１６時、メイシアター・大ホール（定員１，４００名）。

テーマ：「よく生き　よく笑い　よき死と出会う」

講師：アルフォンス・デーケン（Alfons Deeken）氏
講師略歴：1932年ドイツ生まれ。1959年来日。

現在、上智大学名誉教授。「東京・生と死を考える会」名誉会長　

「生と死を考える会全国協議会」名誉会長

主要著作：『よく生き　よく笑い　よき死と出会う』（新潮社）

『新版　死とどう向き合うか』(ＮＨＫ出版)　ほか多数 
入場料：５００円
申込：チラシの裏面。


’１２年度公開講座「５大がん～予防と早期発見・早期治療を～」

第１回　肺がん　済生会吹田病院　呼吸器科　科長　西村　元宏氏
４月１４日（土）１４時～１６時

患者の立場に立って、①検査　⇒　②結果のお知らせ　⇒　③治療とその効果　⇒　④手術後のケアと、順を追ってお話しを頂き、自分が患者になった気持ちで聞く事ができた。たくさんのスライドで、分かりやすい言葉でお話しを伺うことができて、とても分かりやすかった。

　最後に、「早期発見・早期治療の大切さ」を力説され、タバコの害についても数字を上げて説明され、国立がんセンターの「癌を防ぐための１２カ条」をお話し頂いた。
1． 検査：肺がんの可能性があった時には、詳しい検査を行う。

喀痰細胞診、気管支鏡、CTガイド下針生検、外科的切除（診断と治療を兼ねる）の種類があるが、腫瘍の大きさや場所などから、どの検査を行うかを決める。

2． 結果のお知らせ：

1 骨と脳に転移が見つかった時：抗がん剤や放射線による治療

2 転移がなかった時：手術が望ましい
3． 治療：
1 説明：病名・進行度（病期：Stage）・治療法とその効果・治療に関わる危険性と合併症
2 組織分類：小細胞癌と非小細胞癌（腺がん、扁平上皮がん、大細胞がん）があり、腺がんが最も多く、半数。

3 進行度：１A  1B （転移なし）　２A　２B　３A　３B　４　とあり、２Bまでの場合は、手術が望ましい。
4 治療とその効果（５年生存率）：手術　１A　７０～８０％
5 手術の危険性と合併症：出血、不整脈・心不全、肺炎、膿胸、声帯痲庳、深部静脈血栓症⇒肺塞栓症、傷が痛む、ストレス。

4． 手術結果と今後の説明：２０mmを超えるものでは、抗がん剤の服用で５年生存率が改善。
　肺がんの５年生存率は、他のがんと比べて低い。

5． 早期発見、早期治療が大切：但し、レントゲンでは分からない事が多い。CTが、お奨め。

6． タバコによる肺がんのリスク：

1 吸わない人と比べて；男・・４～５倍。　女・・２～３倍。

2 ２０歳代から吸っている人；そうでない人の６倍。

3 受動喫煙；１．９１倍。

「感じた事」：検査から治療後の事まで良く分かった。早期発見が大切ではあるが、レントゲン検査
　　　　　　　では不十分との事。喫煙をしないなどの予防が大切でしょうか。　　（文責：小澤）

「市民塾の担当」：講演開始の前に、「会の活動紹介」を１０分、「がんを取り巻く一般情勢」を、

２０分、お話しさせて頂きました。
第２回公開講座「大腸がん」　市立吹田市民病院　主任外科部長　村田　幸平氏

５月１２日（土）１４時～１６時

１．「がん」について：

　○３人に１人は「がん」で亡くなる。　○日本人の高齢化が「がん」の増加の原因でもある。　

○大腸がんは増えている。

⇒「長生きできるようになった代わりに、がん（病気）にはかかりやすくなった。

　病気をせずに、元気に、長生きしたいもの。苦しまずに長生きしたいもの。
○がんは予防が効果的：（がん研究振興財団）「がんを防ぐための新１２カ条」
　①たばこを吸わない　②他人のたばこの煙をできるだけ避ける　③お酒はほどほどに　④バラン

スのとれた食生活　⑤塩辛い食品は控えめに　⑥野菜や果物は豊富に　⑦適度に運動　⑧適切な

体重維持　⑨ウイルスや細菌の感染予防と治療　⑩定期的ながん検診を　⑪身体の異常に気が付

いたら、すぐに受診を　⑫正しいがん情報でがんを知る事

２．「大腸がん」について：

　○５大がんの一つ。　○手術できる場合は７０％以上が治る。　○手術できない場合を合わせても
全体で６０％以上が治り、比較的治りやすい。　○検診等早期発見の努力で、治るケースが増える
事が期待できる。

　○大腸がんの自覚症状：①血便（便に血が混じっている）　②便が細くなる　③下痢と便秘の繰り
返し　③貧血　④おなかが痛い　⑤おなかがはる、など。

　○検診（便潜血検査）：①４０歳以上の方は年１回受診できる　②近くのかかりつけ医で

　○「便潜血陽性」になったら　⇒　精密検査（二次検診）として、「大腸内視鏡検査」をする必要
がある　

　○最新の大腸がんの手術・・腹腔鏡手術で。
　　利点：創が小さく、術後の痛みが少ない。開腹手術では見えにくいところが良く見える。術者と
助手、看護師が同一の視野で手術する。客観的な記録（映像）が残る。

　　欠点：高度な手法を要す。手術時間が長い。

３．緩和ケア：外科で手術し、外来でフォローアップし、再発が見つかり、抗がん剤治療・・・でも
効果がなくなる時が来る。「緩和ケアはすべての医療者が身につけるべき」

　○「吹田在宅ケアを考える会」：在宅緩和ケアを推進。’１１年「吹田在宅ケアマップ」を作成

（文責　小澤）
「感じた事」：がんの予防、早期発見、治療と、幅広く、分かりやすいお話しを頂いた。特に、検診

の必要性、そして聞きにくい痔のお話も有益だった。

「市民塾の担当」：講演開始の前に、「会の活動紹介」を１０分、「がんの予防と早期発見」を、

２０分、お話しさせて頂きました。
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前立腺がんの完治を目指して

2012/03/20
　会員　中山　裕夫
　2011年11月26日「ＰＳＡの数値も落ち着いてきたので、少し様子を見ましょうか」主治医の話である。がんの告知から丁度丸２年になる。手術の予定を変更してのホルモン療法の選択である。人によっても異なるが、通常、効果は５年間あるとされているが、それ以後の効果は期待できない治療法でもある。そういう中での選択肢であった。それでもそれにかけた。あれこれ良くなる方程式があったわけではなかった。

結論として　　2012/03/03の診察で、３ヶ月間の経過観察の結果、　ＰＳＡ値0.061で2011/11/26のＰＳＡ値0.037に近く、精密数値の範囲内でおさまっている。今後は3ヶ月単位でしばらく経過観察することになった。

2009年11月26日（がんの告知を受けた日）から手術予定の2010年1月15日までの間、手術前の検査ということで、検査に告ぐ検査で、何回となく仕事の合間を抜けて検査を受けていたので、会社には、多大の迷惑をかけることになり、会社の休日の土曜日に診察を受けられる病院に転院することになり、2010年1月30日のホルモン治療の開始日から、新しい病院に通院することになった。

そういうことで、最初は主治医のすすめで、手術はすべきものと思っていたが、手術をしないで、治療する方法もあるということで、十分説明を受けて、その治療法をえらんだ。その理由の一つとして、生検のＰＳＡの値が4~10のあいだのグレーゾーンの範囲内であるということが、最大の理由である。

それから不安な毎日を仕事と治療を続ける生活が始まったわけであるが、ラッキーなことに、転院してから、まもなく、患者会を知り、患者会での貴重な資料を基に月1回の会の参加を、よりどころにし、仲間の体験談や中身の濃い意見や、諸々の知識や情報を吸収するようになり、このことが、日々悶々としていた自分にとり、非常に力強いものになった。

ある時、新聞にがんの電話相談のやりとりが、掲載されているのをみて、2010年12月14日付のものから、毎週火曜日に載っているものを、切り抜き、毎回フアイルしていたが、その中でも前立腺がんの相談が圧倒的に多かった。この掲載は昭和57年8月から、30年間で約9万件もの相談を受けているとのことで、この切抜きは、今も毎週継続していて、そこから、いろいろな、がんの知識と情報を得ることができ、自分にとって貴重な資料の源泉になっている。

大阪府がん対策推進委員会　第１回会議開催
３月２６日（月）１８～２０時　KKRホテル大阪
　昨年３月に制定された「大阪府がん対策推進条例」に基づいて組織された委員会（２８名）の第１回の会合が開かれた。会長に、大阪府立成人病センターの堀正二総長が選出され、①大阪府がん対策推進委員会各部会報告　②次期大阪府がん対策推進計画について　③がん診療拠点病院の機能分担について　④がん対策基金（仮称）等が話し合われた。

　推進委員会としては、これからの１年間、大阪府がん対策推進計画（１０年）の中間見直しを行うことになる。なお、１２の部会は継続して活動する。
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大阪がん患者・家族連絡会

今年第１回目の会合　４月１９日（木）１８～２０時　大阪府立成人病センター

　議題：①次期大阪府がん対策推進計画への患者会意見の提出に当って、６～７月に、計画素案の説

明会を持つ。　②がん診療拠点病院のアンケート（説明と要請）　③大阪府がん対策推進委
員会部会への、患者会からの推薦のあり方について　④連絡会への入会基準　⑤会員名簿の
作成　など。
　なお、これまで欠員になっていた「緩和ケア部会」「がん検診部会（オブザーバー）への委員推薦

も決定。
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吹田在宅ケアを考える会　第１０回公開講座
３月３日（土）２時～４時　メイシアター集会室

「がんのピアサポート　相談支援の古くて新しい形」NPO法人ミーネット理事長　花井　美紀氏

　

名古屋市がん相談情報サロン・ピアネット所長として、幅広い活動を続けてきておられる活動状況のお話しを伺った。

こんな時に利用を：○がんの事を調べたい　○地域の医療機関の情報を得たい　○がんの患者会に

出てみたい　○がんの講座や講演会で学びたい　○がんの悩みや不安を聞いてほしい
　こんなサポートを：○ピアサポーターがサポート　○「学びと交流」の機会をコーディネート　

○「地域のがん医療情報」の発信

国・大阪府としても、今年から、がん患者の皆さんへのサポートを行うべく計画が始まっている。吹田でも、今年から講座の開催などを考え、「吹田がん情報サロン」が出来ると良いと思っている。

吹田在宅ケアを考える会　第１１回世話人会

５月１０日（木）１８：３０～２０：００　吹田市民病院

　第１０回公開講座の報告、２３年度の会計報告ののち、第１１回公開講座の企画について相談した。
　予定：１０月１３日（土）１４時～１６時　

　　　　「ここまでやれる在宅医療」（仮）仙台往診クリニック　川島孝一郎院長

　　　　　会場：未定。　参加費：５００円
　川島先生は、積極的な在宅医療に携わっている事で、全国的に高名な方です。ご希望の方は、ご連

絡下さい。

	がんを防ぐための１２カ条（国立がんセンター）：第１回公開講座から
1 ①バランスのとれた栄養をとる。　②毎日変化のある食生活を。　③食べ過ぎをさけ、脂肪を控えめに。　④お酒はほどほどに。　⑤タバコは吸わない。　⑥適量のビタミンと繊維質のものをとる。

⑦塩辛いものは少なめに、あまり熱いものはさまして。　⑧焦げた部分はさける。　⑨かびの生えたものに注意。　⑩日光に当りすぎない。　⑪適度にスポーツをする。　⑫体を清潔に。


「第２９回みんなの健康展」のお知らせ
９月８日（土）１３時　～　９日（日）１６：００　メイシアター。

当市民塾も、’０８年から参加。毎年、約２５０人の市民の皆さんと話し合ってきています。市民の生の声を聞く事が出来て、とても参考になります。会員の皆さんも、説明要員として、また、来場の節には是非、お立ち寄りください。デーケン氏講演会のPRも致します。

書籍紹介

新版　救える「いのち」のために～日本のがん医療への提言　朝日新聞出版　’１１年１２月発行
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